
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】
事業番号 ◆D-19-1
事業名 液状化対策事業(液状化マップの作成)
事業費 6,405 千円 (国費：5,124 千円)
事業期間 平成 24年～平成 25年
事業目的・事業地区(必要に応じ、別紙として地図を添付)

【事業目的】
収集解析したデータ等を基に，液状化の被害状況と代表的な対策工法を例示した「液

状化ハザードマップ」を作成し，防災意識の向上と液状化による被害の軽減につなげる
ことを目的とする。
【事業地区】
神栖市全体

事業結果
＊別紙 参照

事業の実績に関する評価

①事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価
「液状化ハザードマップ」を住民に周知することで，液状化のしくみや危険性の理解

を促し，地盤の状況や建物の形状などに応じた液状化対策の必要性を啓発することがで
きた。

②コストに関する調査・分析・評価
調査・事業計画の作成時のデータ等を利用することで，データ収集におけるコストの

削減をすることができた。

③事業手法に関する調査・分析・評価
パブリックコメント等を活用することで広く住民の意見を収集し，事業を実施した。

事業担当部局
都市整備部 都市計画課 都市整備G 電話番号：0299-90-1184






